
 
 
 
 
 
 
 

第 1644 回例会  

平成 23 年 1 月 24 日(月) 
12：30～ 海南商工会議所 ４F 

    会員卓話 ＩＤＭ発表 
 

１．開会点鐘       

２．ロータリーソング    「我等の生業」 

３．ビジター紹介 

  高野山ＲＣ 亀岡 弘昭 様 

４．出席報告 

会員総数 65 名 出席者数 43 名 

  出席率 66.15％ 前回修正出席率 78.46％ 

 

５．会長スピーチ      会長 谷脇 良樹君 

みなさん今日は。高野山

ＲＣの亀岡さん、ようこそ

おいで下さいました。 

昨日は今年度はじめて

2640 地区で採用されまし

たＲＬＩ（ロータリーリー

ダーシップ研究会）へ、中

西君にお願いし、当クラブ

の代表として参加しても

らいました。２月にはＰＡ

ＲＴⅡそして３月にはⅢ

と控えております。 

クラブの運営の指針から会員増強、奉仕プロジェク

ト財団、米山、広報と幅広くＲＣを勉強するものです。 

今後もいろいろありますけれど、本来のＲＣの勉強

ですので続いていくと思います。 

次回は又どなたかに参加願いたいと思います。ＲＣ

における人生観も大きく変わると思いますので、参加

を希望する方が沢山おられる事を願います。 

あと少し、地区の現状、前回よりの動きを少しだけ

お話して結びます。 

 
 
 
 
 
 

６．幹事報告        幹事 上野山 雅也君 
○メーキャップ 

 海南ＲＣ  林 孝次郎君  1／19 

○例会臨時変更のお知らせ 

 岩出ＲＣ 

2 月 10 日(木)→2月 12 日(土) 14：00～15：10 

岩出市総合体育館小ホール 

きさらぎコンサート 

○２月のロータリーレート 

１＄＝８４円 

 

７．ＩＤＭ報告 

☆１組☆                          楠部 賢計君 

１.会員増強について 

（イ）現状維持 減ったら補充 

（ロ）退会防止に気配りの方が大 

   事 

（ハ）無理な増強せず、理解して 

頂いて入会依頼 

（ニ）増強も大事、しかし出席率 

定価の防止も重要 

（ホ）増強より会員同士の気配りで退会を防止 

２．楽しいＩＤＭについて 

（イ）今回の年齢分け組み分けは良い 

（ロ）回数を増やしてほしい、ストレス解消になる 

（ハ）１人暮らしは寂しい、友人と飲めるのは良い

薬になる 

（ニ）ロータリーの会合を楽しくすれば会員増強に

もなる 

（ホ）趣味の集まりを多くして、RC で予算を組む 

（ヘ）昼の食事をもっと工夫して、おいしく楽しく

してほしい（日替わりランチの例） 

（ト）自分から楽しく PR 活動に積極的に参加する 

以上、第１組からの提言です。 

☆２組☆              岩井 克次君 

 この様な形式のＩＤＭを全員希

望しておりました。中身は非常に有

意義な話ばかりでした。話に夢中に

なり、時間が経つのも忘れるくらい

でした。このようなＩＤＭをもっと

実施することでロータリーが活性

化すると思います。２次会も楽しみました。 
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☆３組☆              林 孝次郎君 

 奥様が4名出席してくれました。 

楽しいロータリークラブにす

るには、小グループの親睦会をも

っとたくさん開いては！と奥様

方の意見として出してくれまし

た。幸いなことに我がクラブでは

多くの同好会や親睦会があり、そ

のとおりであります。会員の増強

は年配の人が年齢を理由にやめていくこともあり

ますので、ロータリーの中で老人会を作ってみて

は？また、海南でもぼちぼち団塊の世代の人達が定

年になり戻ってきているので、この人達を誘ってみ

ることを考えてはどうかと思う。皆さん、やめない

で下さい。 

☆４組☆              小椋 孝一君 

１．会員増強 山名さんより提案 

がありました 

大十路線バス社長 

ドライビングスクール 

溝端医院 院長 

（幹事の方へ報告します） 

２．少し早いクリスマスパーティ 

楽しい IDM でした。にぎやかに過ごしました。 

以上です。ありがとうございました。 

☆５組☆             上野山 雅也君 

本来の発表は花畑さんでしたが、

所用の為欠席と言うことで私に発

表が回ってきました。去年のこと

なので、あまり覚えていませんが、

ボツボツ思い出しながら発表しま

す。最初に夫婦同伴ということで

したが、この組は金川ご夫妻だけ

ということで、奥様が驚かれていました。日頃の行

いが悪いのでしょうか？メインテーマの「会員増

強」はさてとして、「楽しいＩＤＭ」中心に語らい

あったように記憶しています。間違っていたらごめ

んなさいですが、年令の話から人は各々３０才くら

いの差があり、良い薬もたくさんあるので夜の現役

時代が永くなりつつあるという話しで一同盛り上

がった様な気がします。これが楽しいＩＤＭの一部

始終でありました。 

最後の方に、「会員増強」については、最近若い

世代の方がたくさん入会して頂いたので、特に若い

世代の方にご尽力して頂いて、若い世代の入会に積

極的に取り組んでいこうということでした。 

☆６組☆              三木 正博君 

①楽しいＩＤＭ・・・趣味の会、

お酒の会は会員お付き合いの円

滑油みたいなものとのお話。 

②会員増強 

今回会員 69 名の処、3 人抜け

るとのこと。増強についての話

は常に目ぼしい人に声をかけて、

当クラブはこんな風な楽しい会であることを宣

伝し続ける。又、今一度ビジターになってもらっ

て会を見てもらうことも大事では？ 

これは私の考えです。趣味の会を大いに生かし

て会員同士のお付き合いを円滑にして当会員を

出来るだけ減らさないように維持していく努力

も大いに大事とのこと。又、新しい会員を確保す

る為には、常に目ぼしい人を見つけて声かけ運動

をする事も必要では？ 

今一度会員に選ばれる条件は以前頂いたロー

タリーへようこその中の 

・地域で職業を代表して評判の良い人 

・必ず例会に出席出来る性格と健康の持ち主で自

分の時間の裁量ができ、出席条件の整った人 

・人格の立派な人で社交性のある人 

・地域で指導者たり得る意欲的な職業人で将来性

のある人 

・地域社会で奉仕活動をしている人。 

この様な条件に全てあてはまる人はまずないと

思いますが、上記の分に出来るだけ近い人をえらん

で増強していきたい気持ちで皆様と共に努力して

いきたいと私なりに思いました。 

☆７組☆              中村 俊之君 

12 月に入り、忘年会シーズンに

突入しようかと言う時期に開催し

たためか、約半数の出席で、奥様

も千賀さん一人という寂しい結果

となりました。 

まず、会員増強について話を進

めていきましたが、まだ入会年数

が浅いメンバーが中心だったために、具体的な増強

方法までは話が進みませんでした。 

  そこで少し観点をかえて今から入会しようとす

る方の立場となり、入会する前のロータリーのイメ

ージを聞いてみました。 

・ロータリーは敷居が高い 

・年配の人の会 

・若いうちに入会すると、馬車馬のようにこきつか

われるのでは？ 

・50 歳位に入会したほうが有意義にすごせるので

は！ 

等の意見がありました。 

ただ皆さんの入会後の感想は全く違ったようで

すが、全くロータリーと関係ない人は入会するまえ

の私たちのようなイメージを抱いている人が大半

だと思います。どのようにして、現状のロータリー

を理解してもらうためにいかにわかりやすく説明

するかが、会員増強のカギとなってくるのではない

でしょうか。 

また、現状 40～50 代の人を誘うにあたって 

・仕事が忙しくって中々昼間は出にくいのでは 

・今のご時世、年会費がネックになってなかなか声

をかけづらい。 

・自分自身まだ年会費に見合うだけの魅力を感じて

いない中、人をさそいにくい 

等の意見もありました。 



私のように、父親が元メンバーで何年もお誘いを

いただいていた人間と違い、今までロータリーとは

なんの関係も無い人は、やはり二の足をふむのが現

状ではないかなと思います。 

でも、今後のロータリー活動を考えると、やはり

私たちの年代（40～50 代）の人を増やしていかな

いと維持していくのは難しいと思われるので、今後

会員増強の意識を今以上に強く持っていかなくて

はいけない。という結論になりました。 

続いて「楽しいＩＤＭを・・・」についてですが、

美登利さんを出た後も人数が減ることなく、クロス

さんで二次会。もう一度場所をかえ日付がかわるま

で大いに盛り上がりました。 

「楽しいＩＤＭを」の趣旨にあっているのかどうか

わかりませんが、和気あいあいと楽しく IDM を開催

することができました。 

 

８．閉会点鐘 

 
次回例会 

  第 1645 回例会  平成 23 年 1 月 31 日(月) 
    海南商工会議所 ４F 12:30～ 

 
 

 
 
 
 
○一般ニコニコ 
花田宗弘君  ネパール行ってきました。その帰りに

岩倉病院に行ってきました。 
田中秀夫君  ポール・ハリー・フェローいただきま

した。ありがとうございます。 
高野山ＲＣ 亀岡 弘昭 様 

今年も宜しくお願い致します。 
 
 
 
 
 

ウガンダの平和を担う新世代を育成 

20 年以上も内戦が続いたウガンダ北部では、30 万

人以上が殺害、家を追われた人は 180 万以上を数え、

わずか7歳の児童を含む3万6,000人の少年兵が戦場

へ送られました。2006 年から休戦状態にあるものの、

平和を維持していくには依然として多くの課題が残

されています。 

ロータリー財団は 11 月、同地域に住む 200 人の教

師と 1,300 人の生徒が平和構築の研修を受けられる

よう、ルバガ・ロータリー・クラブ（ウガンダ）とラ

ンバード・エアポート・ロータリークラブ（米国ミズ

ーリ州）に 16,096 ドルのグローバル補助金を提供し

ました。これらのクラブは、紛争解決にあたる非政府

組織「Great Lakes Center」（ウガンダ グル）と協力

してプロジェクトを進め

たほか、音楽や演劇を通

じて紛争予防／解決につ

いて学ぶ「平和クラブ」

を地域の学校に設置しま

した。 

こ の 「 Great Lakes 

Center」は、ロータリー

平和フェローとしてクイ

ーンズランド大学（オー

ストラリア）に留学した

ロバート・オピラさん

（2005-07 年度）とゴッドフレイ・ムカラジさん

（2004-06 年度）によって創設されました。センター

は現在、1990 年代半ばの紛争によって 5 万人以上の

命が失われた 5つの国 （々コンゴ民主共和国、ルワン

ダ、ウガンダを含む）で 、紛争と安全の問題に取り

組んでいます。同センターは、補助金プロジェクト終

了後も研修と平和クラブの活動を続けていく予定で

す。参加した教師や生徒は、得られた知識やスキルを

活用して、国と地域の末永い平和を守っていくことで

しょう。 

未来の夢計画の重点分野の一つ、「平和と紛争予防、

紛争解決」に焦点を当てたこのプロジェクトは、ロー

タリーの第 1911 地区（ハンガリー）、第 5890 地区（米

国テキサス州）、第 6060 地区（米国ミズーリ州）、第

6200 地区（米国ルイジアナ州）、第 9200 地区（エリ

トリア、エチオピア、ケニア、タンザニア、ウガンダ）

より寄せられた 14,597 ドルの DDF（地区財団活動資

金）と、ルバガクラブの 3,000 ドルの資金提供によっ

て実現しました。 

ルバガクラブの会員は、研修カリキュラムの計画づ

くりを手助けしたほか、実際に研修に参加し、地方メ

ディアを通じてプロジェクトを推進しました。今後は、

持続可能性を図るため、プロジェクトの影響を調査し

ていきます。また、ランバート・エアポートクラブは、

活動の進展を確認しながら、メディアを利用したプロ

ジェクト推進を担っています。 

「ロータリー財団の協力団体として活動でき光栄で

す」と、「Great Lakes Center」の共同設立者で、グ

ル・ロータリークラブ会員のオピラさんは話します。

「紛争と安全における課題はたくさんありますが、ロ

ータリー家族と協力することで、地域のためにより良

く奉仕することができるでしょう」 

 

大地震から 1 年、 

必死の復興活動が続くハイチ 
2010 年 1 月 12 日、30 万人が命を落とし、国のイン

フラを完全に崩壊させた大地震がハイチを襲ってか

ら 1 年。現在も、100 万人以上がテント生活を送り、

10 月に大発生したコレラによって、復興活動が進ま

ぬ状況が続いています。 

そんな中で、ハイチのロータリアンは、全世界のロ

ータリークラブから寄せられたリソースや資金で、学



校を建て直し、環境教

育を行い、安全な水を

もたらす活動を支援し

ています。世界中のロ

ータリークラブから同

国援助のために寄せら

れた資金は 1,800 万ド

ル以上に上り、また、

第 7020 地区（ハイチを

含む）も、緊急の救援

活動のために 150 万ド

ルの資金と 1,100 万ドル相当の物資やサービスを調

達しました。 

被災地の復興支援のためにロータリー財団が設置

したハイチ地震救済基金には、世界中のロータリアン

から、200 万ドル以上の義援金が寄せられました。ハ

イチ基金委員会は、これまでに、53 のプロジェクト

に約 100 万ドルを基金から配分することに同意しま

した。基金の管理者であるバリー・ラシン RI 元理事

は、次のように語ります。「ハイチの全ロータリアン

は、地震から地域を立ち直らせるために、懸命に活動

しています。彼らの献身には、本当に頭が下がる思い

です」 

これまでに、約 50 カ国のロータリアンが救援活動に

参加してきました。「ロータリーは、ハイチの被災地

救援の主な担い手となっています」とラシン氏。「深

刻な被害を受けた被災者を支援するさまざまなプロ

グラムを、ロータリアンが率先して行っています。こ

の国をもっと住みやすい場所にするために、世界のロ

ータリアンとハイチのロータリアンが、手に手を取っ

て活動していく必要があります」 

ハイチで行われている活動を、以下にいくつかご紹介

します。 

第 7020 地区とケイ・ロータリー・クラブによる 5 万

ドルのプロジェクトでは、最も貧しい地域、レケイに

ある小学校の 6つの教室を建て直しました。この学校

では 682 人の生徒たちが学んでいます。 

カルフール／モンレポ・ロータリー・クラブによる

13,700 万ドルのプロジェクトでは、森林再生の大切

さに関する教育を 1,300 人の生徒に行いました。ハイ

チでは、今回の地震によって森林の 98％が失われま

した。今後、生徒たちは、土砂災害の防止と農作物生

産のため、果物の木の植樹を行う予定となっています。 

ミルバレ・ロータリ・クラブによる 64,000 ドルのプ

ロジェクトでは、2,500 ガロンの容量がある雨水貯水

タンクを建設し、灌漑、飲み水、発電などに利用しま

す。ミルバレの住民の 95％は農業従事者であり、こ

のタンクとフィルターによって、およそ 3千人にきれ

いな水がもたらされることになります。 

地震前からハイチで 30 以上の人道的・教育的活動を

行っていたロータリーは、同国の復興を最も効果的に

行える立場にあると、バハマのロータリアン、リチャ

ード・マッコンベさんは言います。「ここハイチで実

施する活動は、どのような活動であれ、持続可能な復

興を支え、この国の能力を高めることになる」とマッ

コンベさん。例えば、ハイチ北部で実施されている義

肢プロジェクトでは、軽量で低コストな義肢の作り方

について、現地の技師への研修も行われています。ロ

ータリー財団と英国のクラブが支援するこの 50 万ド

ルのプロジェクトでは、足を失った約 4千人の被災者

に義肢が提供されます。 

 

2011-12 年度 RI テーマ 

「こころの中を見つめよう 

 博愛を広げるために」 
 

国際協議会で次

年度、の 2011-12

年度 RI テーマ「こ

ころの中を見つめ

よう 博愛を広げ

るために」とテー

マロゴが発表され

ました。 

 

2011 年 ＲＩ国際大会 

5 月 21 日～25 日 

米国 ニューオーリンズ 
ニューオーリンズは、ア

メリカ合衆国ルイジアナ州

南部に位置する州最大の都

市です。メキシコ湾に通じ

る重要な港湾都市で、工業

都市・観光都市としても発

展した。フランス語名ラ・

ヌーヴェル-オルレアンは、

ルイ 15 世の摂政オルレア

ン公フィリップ 2世にちなむ。かつてはフランス領ル

イジアナの首府であり、市内のフレンチ・クオーター

と呼ばれる地区に

は今なおフランス

植民地時代の雰囲

気を残しています。 

そして、アメリ

カの異なる文化が

混ざり合ったエキ

ゾチックな街です。

デ ィ キ シ ー ラ ン

ド・ジャズやクレオ

ール料理の発祥地

としても有名です。 

ミシシッピー川

のデルタ地帯に位

置するこの町は良

港にも恵まれ国際

貿易も盛んです。 

日本との時差は 15 時間で、サマータイム実施中は

14 時間、日本が進んでいることになります。 

会報委員会    委員長：吉野 稔  副委員長：木地義和  委員：土井元司 楠部賢計  阪口洋一 上田善計


